
当選以来、私は国政政党においては民主党、民進党、国民民主
党に所属し政治活動をしてまいりました。

今、交野市は少子高齢化社会に対応するため、次世代のまちづくり
に向けて、公共施設や公共交通の見直しなど、自治体経営のあり方そ
のものを見直す大きな転換機を迎えております。
このような状況の中で、市民派議員として幅広く市民の声を集めな
がら、どこの政党にも属さず無所属として活動することが相応しいと
判断しましたのでご理解を賜りますよう宜しくお願いします。
なお市議会におきましては、これまで通り市民クラブに所属して活
動してまいります。また、国政においても、これまで通り平野博文衆
議院議員、矢田わか子参議院議員と連携してまいります。
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皆様に直接お会いして感謝を伝える「感謝の集い」を計画しておりましたが、
コロナ禍において、感染拡大防止の観点から中止させていただく運びとなりまし
たのでご報告させていただきます。
残念ではありますが、この苦難を乗り越えた暁には、皆様がお互いの元気なお
顔を合せることができるよう、この集会を実施したいと思っております。

一昨年の12月以降、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大により、日本でも多くの国民が感染し、命を失っ
ております。亡くなられた皆様には心よりお悔やみを申し上げますとともに、昼夜を問わず医療に携わってい
ただいております医療関係者の皆様には心より感謝を申し上げます。今、社会はかつてないほどに活力を失い、
大きな経済的ダメージを受け、元に戻るまでには数年かかるともいわれております。そして、終息後の社会は
リモート教育やリモートワークが更に進み、交通手段や文化スポーツの楽しみ方も大きく変化していくと考え
られます。そんな中、先ずは、感染対策、生活支援、経済支援などを適時適切に実施し、併せて、これからの
新たな時代の地域社会づくりに取り組んでまいりたいと思います。

感謝の集い
中止のご連絡

汗と知恵で市民の暮らしを支え、新たな時代を創造します

初

検索野口ようすけ ➡︎➡︎

【野口ようすけ連絡先】
日々の生活の中でお困りごとがあれば気軽にご相談ください。

072‒397‒9615 http：//ynoguchi.org/
noguchi_katano＠ynoguchi.sakura.ne.jp

電話/FAX ホームページ

Eメール

Facebook, Twitter

野口の提言 提言に対する市の対応

放課後児童会の時間延長を要望。 実施に向けて取り組む。

選挙における投票所を公共施設のみならず商業施設や
駅などにも拡大するように要望。 今後、検討していく。

災害時における受援計画の作成を要望。 計画作成に取り組む。

コロナに負けるなコロナに負けるな！！ がんばろー交野 がんばろー交野！！
出口のないトンネルはありません。

みんなで力を合わせてトンネルから抜け出しましょう…

発熱や倦怠感など、ちょっと変だなと思ったら…

≪または≫

新型コロナ受診相談センターへ相談
☎06‒7166‒9911
※終日対応（土日祝も対応）

かかりつけ医や身近な医療機関に相談しましょう。

その他の議会提言
発行日：2021年 3月　発行人：野口陽輔チャレンジチャレンジ！！ 自慢のまち交野へ 自慢のまち交野へ！！

野口野口ようすけようすけ
ほっとほっと通信通信
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バス路線においては、市内のスーパー、病院、公共施政など暮らしに必要な施設を巡回し、
その施設からも一定の費用をご負担していただくなど、地域社会全体でバス路線を維持し

ていく仕組みづくりを早急に進める必要がある。また、中長期的な公共交通政策の作成をするべきと考え
る。そのためにも交通政策の担当部署をしっかりと設置すべきである。

少子高齢化、働き世代の減少、更に在宅勤務の増加により、これまでのような公共交通、
特に路線バスの維持は困難。通勤通学中心から暮らし中心の公共交通に変えていく必要が
ある。

星の里スポーツレクリエーションセンター、
水辺プラザなどエリア全体での見直しが必

要。現施設の維持などを考えると、民営化による活性化を進
めることが有益と考える。

今後、民間企業の意見をヒアリングし、検討
を進めていく。

星の里いわふねスポーツ
レクリエーションセン

ターエリアは自然に恵まれ交野市内でも
大きな魅力あるエリアである。しかし、
近くの星のブランコには年間約80万人の
利用客がありながら、星の里スポーツレ
クリエーションセンターの利用者は年間
約10万人程度にとどまる。

新庁舎建設を機に、デジタルの技術を活用した「365日24時間、いつでもどこでも行政サー
ビスを提供」できる庁舎にすべきである。

星田駅前ロータリーを拡大し、空
港行きなどの遠距離バスの発着点
とすべきと考える。

お墓を建てても、そのお墓を守る子ども達が近
くにおらず、お墓を建てたくても建てれない状

況に至っている。これからの時代は終活も行政の役割と考える。
市として宗教を問わず入れることのできる合葬墓の建設が必要
と考える。

デジタル化が今後進んでいく中、新たな技術による市民サービスの提供は、今後、しっか
りと検討していく。

今後、交通事業者や警察との協議
を進めていく。

先ずは、市民ニーズなどの調査を行いたい。

コロナ禍において、次の時代の社会整備が求められている。特に国をはじめデジタル化は、
早急に進められている。

星田駅は第二京阪道路にも近く、
これから駅前開発が進められる。

高齢化社会を迎え、終活準備をされている市民も少なくなく、その中でお墓の準備に困っ
ている方が多い。
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現在の利用促進に併せ、新たな仕組みについても検討していく。
併せて、専門的な部署の設置については、人事行政を含めて検討する。

【利用者】
年間費を支払い低料金で乗車

【企業】
一定の協力金を負担。

【スーパーなど】
クーポンなどを発行し利用促
進を図る。 新庁舎は「365日24時間サービスのできる行政」を目指すべき！

星の里いわふねをアウトドアの拠点に！

星田駅前を都市間交通の拠点に！

合葬墓の建設を！

提言に対する
市の対応

野口の主な議会提言
交野市は今年で市政施行50年を迎え、他市同様に少子高齢化の社会になっております。
これまで当たり前のように維持してきた公共施設や公共交通などが持続困難な状況となっており、自治体経営そのものを見直す時期を迎えております。
人生100年時代を迎えた今、このまちを持続可能な魅力あるまちに更に発展させるため、中長期的な視点にたって議会で提案をしてまいりました。

新たな公共交通の仕組みづくりを！


